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日本の妊産婦死亡率は，1899（明治 32）年には出生 10 万対 409.8 で，1934（昭和 9）
年 264.7，1947 年から 1954 年は 160 から 166.7 と横ばいであった．さらなる改善策とし
て，母子衛生地域育成要領の通知により妊産婦死亡率の低下や分娩施設の普及を目指し
た．その後，第 2 次ベビーブーム（1971～1974）にかけて妊産婦死亡率が減少し，1990




また，乳幼児死亡率は，1899（明治 32）年には出生千対 153.8 で，1934 年は 124.8 と
第 2 次ベビーブームにかけて減少し，1976 年には 10 を割り，2017（平成 29）年 1.9 とな
った 2）（図１）． 
 図１ 妊産婦・乳幼児死亡率の推移 
 
厚生労働省政策統括官（統計・情報政策，政策評価担当）『人口動態統計』2019 1947～72 年は沖縄県を含まな
い．妊産婦死亡率：出産(出生＋死産)10 万，乳幼児死亡：（出生千対）． 厚生省「人口動態統計」より作成． 
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一方で我が国の合同特殊出生率は，第 1 次ベビーブーム（1947～1949）年 4.54 で，
1956 年 2.2 を経て第 2 次ベビーブーム（1971～1974）2.16～2.05 と徐々に低下傾向とな






一般に，人口を維持する人口置換水準は 2.0 とされており，2016 年は 2.07 で，日本の
少子化が加速している状況 3）にある． 
また，女性の初婚年齢の平均は上昇しており，1975 年では 24.7 歳，2016 年では 29.4
歳，また第１子の平均出産年齢は 1975 年 25.7 歳，2016 年では 30.7 歳となっている． 
母親の年齢階級別出生率では，20 歳代の出生率が 1975（昭和 50）年以降低下し，30
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図３ 母の年齢階級別出生率の推移 
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母子保健の変遷 
1937 年 保健所法制定 
1942 年 妊産婦手帳制度開始 
1947 年 児童福祉法制定 
1958 年 国民健康保険法公布（国民皆保険） 
1961 年 3 歳児健康診査 
1965 年 母子保健法公布（母子健康手帳に改正） 
1977 年 1 歳 6 か月健康診査 
1990 年 ゴールドプラン制定 
1991 年 育児休業法制定 
1994 年 エンゼルプランの策定・周産期医療システの整備 
1997 年 母子保健法改正（母子保健事業の市町村一元化） 
1999 年 新エンゼルプラン  
2000 年 健やか親子 21 制定 
2003 年 健康増進法 
2010 年 育児・介護休業法施行 
2015 年 健やか親子 21 第 2 次策定 （2015 年～2024） 
2017 年 母子保健法 子育て世代包括支援センターの法定化 








２）厚生労働省 人口動態調査 人口動態統計 確定数 2017 
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３）厚生労働省 人口動態調査 人口動態統計 確定数 出生 母の年齢別にみた年次




４）厚生労働省 平成 28 年（2016）人口動態統計月報年計（概数）の概況.     
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai16/index.htm
l 
５）厚生労働省 子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について（第 14 次報
告）（社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員
会）（平成 30 年８月）.  
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/... 
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（心中以外）は 49 人で，死亡した子どもの年齢は０歳児が 32 人と最も高い割合を占めて
いる．その中でも月齢「０か月」が 16 人であり，主たる加害者は実母が最も多く（30
































子ども虐待による死亡事例等の検証結果（第 14 次報告） 
   https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000173365_00001.html 
２）子ども虐待防止オレンジリボン運動 
   http://www.orangeribbon.jp/info/npo/2018/09/29-3.php 
３）産前・産後サポート事業ガイドライン 平成 29 年 8 月． 
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000- 
Koyoukintoujidoukateikyoku/sanzensangogaidorain.pdf 
４）小銭寿子．妊娠期から 3 歳児検診まで精神的健康調査を用いた健康状態の変化 ―紋 
別市における養育環境・虐待リスクの把握と養育支援―．厚生の指標．第 60 巻，pp12- 
16．2013. 
５）安藤智子，荒巻美佐子，岩藤裕美，他．幼稚園児の母親の育児感情と抑うつ．保育学
研究．第 16 巻２号，pp99-108．2008. 
６）安藤智子，無藤隆．妊娠期から産後 1 年までの抑うつとその変化 縦断研究による関 
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 まず，20 代から 60 代の子育てを経験している女性 504 名の概要を提示した.次に対象を




名義変数における比率の差の検定(χ2検定,Fisher の直接確率検定，または l/m 検定)を用
いた. 
２）子育てに関する栄養方法の世代間比較(自身の子供の時の栄養方法，実施した栄養方法，
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Whitney U 検定を適用した. 





究は所属機関の研究倫理審査委員会の承認(承認番号 2855 号)を得て実施した. 
 
第３節 結果          
１．対象者の基本的属性と世代間比較（表１） 
子育て経験のある 20 代から 60 代の女性 504 名が対象となった.全体の平均年齢は 44.8 
(平均±12.5)歳，1955 年から 1973 年生まれ(以下，44 歳以上世代とする)は 52.8％，1974
年から 1995 年生まれ(以下，44 歳未満世代とする)は 47.2％であった.家族構成について
両世代間の差異を比較したところ有意差は認めなかった.職業を有する割合は，全体では
490 名(97.2%)で 44 歳未満世代が 238 名(100%)，44 歳以上世代 252 名(94.7%)であり有職
している人は 44 歳未満世代が有意に多かった(ｐ<.001).分娩場所に関して世代間で割合
に差異がみとめられ(ｐ<.01)，病院での分娩は 44 歳未満世代 73.5%に比し 44 歳以上世代 
84.6%，クリニックでの分娩は 44 歳以上世代 14.7%に比し 44 歳未満世代 25.6%であった.
そのほかの項目では，有意差は認められなかった.出産後の里帰りを有する割合は，44 歳
未満世代が 66.4％，44 歳以上世代 66.9%であり両世代間で有意差は認められなかった. 
第２章 子育て知識・行動に関する世代間差異 －栄養と清潔に焦点を当てて－ 
 






既知の子育て行動で世代間差異は，沐浴の方法で 44 歳未満世代 31.1%に比し 44 歳以上
世代 42.5%であり，既知の割合が有意に高かった(ｐ<.01).育児用品の準備は，44 歳以上世
代 6.0%に比し 44 歳未満世代 は 13.4%と有意に高かった(ｐ<.01).そのほかの項目では，
有意差は認められなかった. 
 世代間差異を認識している子育て知識について２群間で有意差が認められたのは「授乳」







項目 カテゴリ 　　　　n 割合　　　　n　　　割合 n 割合 χ
2
値 P値
504 100% 238 47.2% 266 52.8%
単独世帯 81 16.1% 45 18.9% 36 13.5%




45 8.9% 19 8.0% 26 9.8%
非親族を含む世帯 7 1.4% 2 0.8% 5 1.9%
あり 490 97.2% 238 100.0% 252 94.7% 12.88〈.001 ***
なし 14 2.8% 0 0% 14 5.3%
病院 400 79.4% 175 73.5% 225 84.6%
クリニック 100 19.8% 61 25.6% 39 14.7%
自宅 1 0.2% 1 0.4% 0 0%
助産所 2 0.4% 0 0% 2 0.8%
その他 1 0.2% 1 0.4% 0 0%
あり 336 66.7% 158 66.4% 178 66.9%





















単独世帯 81 1% 5





非親族を含む世帯 7 4% 2
あり 490 2% 8 *
なし 14 8% 0
病院 400 4% 5
クリニック 100 8% 1
自宅 1 2% 1
助産所 2 4% 0
その他 1 2% 1
あり 336 7% 8 %
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３．子育てに関する栄養方法の世代間比較（表３）     
自身の子供の時の栄養方法，実施した栄養方法では，両世代間で有意差は認められなか                                 
った.過去に哺乳瓶消毒に使用したものとして，食器用洗剤は 44 歳以上世代 15.8%に比し
44 歳未満世代 23.5%が有意に高かった(ｐ<.05）.｢その他(電子レンジ)｣回答者も，44 歳以
上世代 2.3%に比し 44 歳未満世代 6.7%が有意に高かった(ｐ<.05).煮沸は，44 歳未満世代 
44.1%に比し 44 歳以上世代 58.6%が有意に高率であった(ｐ<.01).子供の離乳食開始時期
については，両群間で有意差は認められなかった. 
現在，市販の離乳食品を使用したいという意向を有する割合は，44 歳以上世代 59.4%に
比し 44 歳未満世代 71.4%で，有意に高かった(ｐ<.05). 
 
1955～73年生
項目 カテゴリ 　　　　　　　　n　　　　　　　割合　　　　　n　　　　　　　割合　　　　　n　　　　　　　割合 χ
2
値 P値
抱き上げ方，寝かせ方 371 73.6% 178 74.8% 193 72.6% .32 .57
授乳 279 55.4% 135 56.7% 144 54.1% .34 .56
おむつの交換方法 417 82.7% 202 84.9% 215 80.8% 1.44 .23
沐浴方法 187 37.1% 74 31.1% 113 42.5% 6.98 .01 **
育児用品の準備 48 9.5% 32 13.4% 16 6.0% 8.05 .01 **
抱き上げ方・寝かせ方 70 14.8% 29 12.8% 41 16.7% 1.42 .23
授乳 146 30.9% 82 36.1% 64 26.0% 5.65 .05 *
おむつの交換方法 59 12.5% 23 10.1% 36 14.6% 2.19 .14
沐浴の方法 73 15.4% 29 12.8% 44 17.9% 2.36 .12
育児用品の準備 126 26.6% 52 22.9% 74 30.1% 3.11 .08
とても得られる 169 33.5% 99 41.6% 70 26.3%
まあまあ得られる 235 46.6% 105 44.1% 130 48.9%
あまり得られない 84 16.7% 32 13.4% 52 19.5%
全く得られない 16 3.2% 2 0.8% 14 5.3%
とても必要 162 32.1% 87 36.6% 75 28.2%
やや必要 290 57.5% 126 52.9% 164 61.7%
どちらともいえない 43 8.5% 19 8.0% 24 9.0%
どちらかといううと必要
ない
8 1.6% 5 2.1% 3 1.1%





















カテゴリ 　　　 n　　　割合　 n 割合 n 2
抱き上げ方，寝かせ方 371 73.6% 178 74.8% 193 72.6% 32
授乳 279 55.4% 135 56.7% 1 4 54.1% 34
おむつの交換方法 417 82.7% 202 84.9% 215 80.8% 44
沐浴方法 187 37.1% 74 31.1% 13 42.5% 98 *
育児用品の準備 48 9.5% 32 13.4% 16 6.0% 05 **
抱き上げ方・寝かせ方 70 14.8% 29 12.8% 41 16.7% .42
授乳 146 30.9% 82 36.1% 64 26.0% .65 *
おむつの交換方法 59 12.5% 23 10.1% 36 14.6% .19
沐浴の方法 73 15.4% 29 12.8% 4 17.9% .36
育児用品の準備 126 26.6% 52 2.9% 74 30.1% .11
とても得られる 169 33.5% 99 41.6% 70 26.3%
まあまあ得られる 235 46.6% 105 4.1% 130 48.9%
あまり得られない 84 16.7% 32 13.4% 52 19.5%
全く得られない 16 3.2% 2 0.8% 14 5.3%
とても必要 162 32.1% 87 36.6% 75 28.2%
や必要 290 57.5% 126 52.9% 164 61.7%
どちらともいえない 43 8.5% 19 8.0% 24 9.0%
どちらかとい うと必要
ない
8 1.6% 5 2.1% 3 1.1%














第２章 子育て知識・行動に関する世代間差異 －栄養と清潔に焦点を当てて－ 
 













子供の歯磨き開始時期については，44 歳未満世代の平均は 11.93 か月，44 歳以上世代
12.79 か月であり有意差は認められなかった. 
項目 カテゴリ 　　　　　　　n　　　割合　　　　　　　n　　　割合　　　　　n　　　割合 χ
2
値　　　　P値
母乳栄養のみ 193 38.3% 82 34.5% 111 41.7%
人工栄養のみ 71 14.1% 33 13.9% 38 14.3%
238 47.2% 122 51.3% 116 43.6% .81 .35
その他 2 0.4% 1 0.4% 1 0.4%
母乳栄養のみ 222 44.0% 106 44.5% 116 43.6%
人工栄養のみ 11 2.2% 8 3.4% 3 1.1%
268 53.2% 121 50.8% 147 55.3% 0.12
もらい乳 2 0.4% 2 0.8% 0 0.0%
その他 1 0.2% 1 0.4% 0 0.0%
食器用洗剤で洗浄 98 19.4% 56 23.5% 42 15.8% 4.80 .05 *
煮沸 261 51.8% 105 44.1% 156 58.6% 10.62 .01 **
薬液消毒（ミルトン） 290 57.5% 141 59.2% 149 56.0% .03 .46
その他 22 4.4% 16 6.7% 6 2.3% 6.00 .05 *
使用したい 328 65.1% 170 71.4% 158 59.4%
どちらともいえない 126 25.0% 49 20.6% 77 28.9%
使用したくない 45 8.9% 16 6.7% 29 10.9%
その他 5 1.0% 3 1.3% 2 0.8%
項目 　　　　Mean　　　　　SD　　　Mean　　　　　SD ｔ 値　　　Ｐ値
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５．子育て情報取得手段・全般的子育ての世代間差異認識に関する世代間比較（表５）    
子育て情報取得手段では世代間差異が認められたのは，インターネット (p<.001)，ママ





44 歳未満世代では平均 7.36 歳（中央値 8.0）44 歳以上世代は平均 7.62（中央値 8.0）で，
両世代で分布に有意差は認められなかった. 
世代
項目 カテゴリ 　　　　　　　n　　　　割合　　　　　　　n　　　　割合　　　　　　　n　　　　割合 χ
2
値　　　　　P値
タオル 256 50.8% 117 49.2% 139 52.3% .49
ガーゼ 476 94.4% 220 92.4% 256 96.2% .06
スポンジ 27 5.4% 6 2.5% 21 7.9% 7.15 .01 **
素手 243 48.2% 122 51.3% 121 45.5% .20
ベビーバス 349 69.2% 160 67.2% 189 71.1% .35
タライ 45 8.9% 21 8.8% 24 9.0% .94
洗面台 42 8.3% 26 10.9% 16 6.0% 3.96 .05 *
浴槽 96 19.0% 33 13.9% 63 23.7% 7.85 .01 **
石鹸 181 35.9% 76 31.9% 105 39.5% .08
泡ボディソープ 263 52.2% 173 72.7% 90 33.8% 76.00 〈.001 ***
液体沐浴剤 157 31.2% 56 23.5% 101 38.0% 12.21 〈.001 ***
使用しない 24 4.8% 6 2.5% 18 6.8% 4.99 .05 *
ベビーパウダー 161 31.9% 49 20.6% 112 42.1% 26.75 〈.001 ***
ローション 138 27.4% 72 30.3% 66 24.8% .17
保湿クリーム 218 43.3% 142 59.7% 76 28.6% 49.47 〈.001 ***
ワセリン 86 17.1% 56 23.5% 30 11.3% 13.32 〈.001 ***
ベビーオイル 105 20.8% 31 13.0% 74 27.8% 16.67 〈.001 ***
その他 70 13.9% 28 11.8% 42 15.8% .65
紙おむつ 466 92.5% 228 95.8% 238 89.5% 7.21 .01 **
布おむつ 116 23.0% 25 10.5% 91 34.2% 39.84 〈.001 ***
項目 　　　　Mean　　　　　SD　　　　Mean　　　　　SD ｔ 値　　　　　Ｐ値





















カテゴリ 　　　 n 　 合 　　n n 2　
タオル 256 50.8% 17 49.2% 139 .3%
ガーゼ 476 94.4% 20 92.4% 256 .2%
スポンジ 27 5.4% 6 2.5% 21 .9% *
素手 243 48.2% 1 2 1.3% 121 .5%
ベビーバス 349 69.2% 160 7.2% 189 . %
タライ 45 8.9% 21 8.8% 24 . %
洗面台 42 8.3% 26 0.9% 16 . %
浴槽 96 19.0% 3 3.9% 63 . % *
石鹸 181 35.9% 76 1.9% 105 . %
泡ボディソープ 263 52.2% 173 2.7% 90 . % **
液体沐浴剤 157 31.2% 56 3.5% 101 . % **
使用しない 24 4.8% 6 2.5% 18 . %
ベビーパウダー 161 31.9% 49 0.6% 112 . % **
ローション 138 27.4% 72 0.3% 66 . %
保湿クリーム 218 43.3% 142 9.7% 76 . % **
ワセリン 86 17.1% 56 3.5% 30 . % **
ベビーオイル 105 20.8% 31 3.0% 74 . % **
その他 70 13.9% 28 1.8% 42 . %
紙おむつ 4 6 92.5% 228 5.8% 238 . % *
布おむつ 16 23.0% 25 0.5% 91 . % **
ean 　SD ean S 　
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母親 356 70.6% 166 69.7% 190 71.4% .68
義母 99 19.6% 43 18.1% 56 21.1% .40
祖母 44 8.7% 28 11.8% 16 6.0% 5.21 .05 *
夫 33 6.5% 20 8.4% 13 4.9% .11
姉妹兄弟 101 20.0% 47 19.7% 54 20.3% .88
ママ友 78 15.5% 48 20.2% 30 11.3% 7.59 .01 **
友人 232 46.0% 116 48.7% 116 43.6% .25
マスメディア 38 7.5% 19 8.0% 19 7.10% .72
インターネット 170 33.7% 133 55.9% 37 13.9% 99.00 〈.001 ***
育児雑誌 194 38.5% 88 37.0% 106 39.8% .51
母親学級 124 24.6% 52 21.8% 72 27.1% .17
助産師 64 12.7% 42 17.6% 22 8.3% 9.96 .01 **
小児科 87 17.3% 33 13.9% 54 20.3% .06
保健師 56 11.1% 20 8.4% 36 13.5% .07
あり 473 93.8% 227 95.4% 246 92.5%
































カテゴリ 　n 　 n 　 n　　 2
母親 356 70.6% 166 .7% 0
義母 9 19.6% 43 .1% 6
祖母 4 8.7% 28 .8% 6
夫 3 6.5% 20 .4% 3
姉妹兄弟 101 20.0% 47 .7% 4
マ友 78 15.5% 48 .2% 0
友人 232 46.0% 116 .7% 6
マスメディア 38 7.5% 19 .0% 9
インターネット 170 33.7% 133 .9% 7 *
育児雑誌 194 38.5% 88 .0% 6
母親学級 124 24.6% 52 .8% 2
助産師 64 12.7% 42 17.6% 22 8.3% 9.96 .01 **
小児科 87 17.3% 33 13.9% 54 20.3% .06
保健師 56 11.1% 20 8.4% 36 13.5% .07
あり 473 93.8% 227 95.4% 246 92.5%
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44 歳以上世代では，昭和 23 年の保助看法により自宅出産から病院出産へ移行した.分娩
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が選択された.44 歳未満は 1989 年以降国などが母乳栄養を推進した世代である.母乳哺育
は多くの栄養学的利点，例えば人工栄養と比較すると消化吸収に優れており，授乳時間の
制限をすることなく母乳は欲しがるときに欲しがるだけ与えるという頻回な自律哺乳が推














ったが，44 歳未満世代で実施した母乳栄養の結果は 44.5%で，厚生労動省の報告 4）より低
い結果であった.母乳育児への支援は，実母自身が前世代から伝承されてきた文化や世代
間伝達 16)や，実母の授乳体験が娘の授乳方法に影響する 17）と報告されている.母乳の授乳
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が，本調査で 44 歳未満世代有職率は 100％で，利便性も重視されたと推測される. 
歯磨き開始時期で，世代間に有意な差は認められなかった.乳幼児に歯磨きをする習慣
の確立は，すでに 1937 年子ども歯磨きが発売 24)されていたことからもうかがえる.学校保
健調査で 44 歳以上世代は虫歯に５歳から６歳の約 90％が罹患しており，44 歳未満世代に
おいても約 40％が罹患していた.1989 年に「8020」運動（高齢者 80 歳まで 20 本の歯）が
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ている 12)～ 16)．PBI 研究には日本語版を用いた先行研究も多くみられ 17)～ 20)，信頼性妥当
























対象は， 民間インターネット調査会社にモニター登録をしている 20 代～40 代の子育て


































それぞれ得点の高い方が care や protection が強かったことを示している．日本語版は




定の実績があるこの３尺度(care【愛着愛情】11 項目，denial of psychological autonomy
【心理的自立の否定】７項目，encouragement of behavioral freedom【行動の自由の促
進】６項目)の得点を算出した．PBI は両親それぞれ別途に 25 項目の質問があり，各項目
は０～３点の４段階で評価される．父親と母親の養育態度はそれぞれ独立して扱えるが，
本研究は母子関係に焦点を当てているため，母親の養育体験に関する尺度得点を解析に用






Whitney U 検定および Kruskal-Wallis 分析を用い，段階尺度や年齢，PBI 尺度間の相関は
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回帰分析では，Stepwise 法による変数選択をおこなった(F 値確率 0.05 で投入，0.10 で除









  全対象は 336 名で，地域は本州と九州，沖縄で，全体の平均年齢は 37．53(SD=7．7)才
であった．表１には，年齢構成，婚姻状況，就労就学状況，家族構成，PBI 尺度得点を示し





































































とても得られる 22.45 22.50 7.06 7.00 11.53 11.56
まあまあ得られる 19.20 19.41 7.39 7.24 10.26 10.54
あまり得られない 17.87 17.60 7.34 7.55 9.87 9.85




とても必要 21.02 21.50 7.69 7.45 10.72 11.11
やや必要 19.82 20.20 7.05 7.02 10.65 10.68
どちらともいえない 20.46 20.14 6.83 7.00 10.73 10.50
どちらかというと必要ない 22.67 23.00 5.67 6.50 12.50 12.00




子育て認知の世代間差異 -0.06 0.13 * -0.08









r: Spearman's correlation coefficient　　*; p<.05
PBI:　Parental　Bonding　Instrument
愛着愛情 心理的自立の否定 行動の自由の促進
p<0.001 ns  p<.001
 
平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値
ての家族内サポート
と も ら る 22.45 22. 50 7.06 7.00 11.53 11.56
まあまあ得られる 19.20 19.41 7.39 7.24 10.26 10.54
あまり得られない 17.87 17.60 7.34 7.55 9.87 9.85




とても必要 21.02 21.5 7.69 7.45 10.72 11.11
やや必要 19.82 20.2 7.05 7.02 10.65 10.68
どちらともいえない 20.46 20.14 6.83 7.00 10.73 10.50
どちらかというと必要ない 22.67 23.00 5.67 6.50 12.50 12.00





















p<0.001 ns  p<.001
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あり群 なし群 p値 あり群 なし群 p値 あり群 なし群 p値
1.育児に意欲 22.21(21.89) 20.14(20.38) 0.06 7.59(7.50) 7.16(7.11) 0.56 11.03(11.43) 10.69(10.77) 0.48
2.子育てが楽し
い
22.03(21.92) 19.90(20.22) 0.006 ** 7.12(6.79) 7.22(7.20) 0.69 11.07(11.46) 10.63(10.65) 0.17
3.子供がかわい
い
20.53(20.97) 19.72(19.94) 0.2 7.24(7.29) 7.07(7.00) 0.6 10.80(10.94) 10.49(10.48) 0.28
4.充実感がある 20.62(20.67) 20.26(20.61) 0.57 6.96(7.18) 7.25(7.13) 0.86 10.98(11.00) 10.67(10.79) 0.42
5.生きがいを感
じる
21.07(21.00) 20.08(20.49) 0.15 7.45(7.62) 7.12(6.99) 0.34 10.68(10.85) 10.73(10.80) 0.1
6.育児能力に自
信がある
20.60(19.00) 20.32(20.66) 0.85 7.00(8.00) 7.20(7.13) 0.97 10.00(10.00) 10.73(10.82) 0.54
7.育児能力に不
安がある
21.48(22.10) 20.16(20.39) 0.09 6.48(6.36) 7.30(7.25) 0.13 11.14(11.23) 10.66(10.74) 0.29
8.育児が苦痛 18.60(17.33) 20.37(20.67) 0.35 6.10(6.33) 7.23(7.17) 0.36 10.90(11.17) 10.71(10.79) 0.84
9.精神的疲労 19.92(20.33) 20.52(20.81) 0.29 7.36(7.31) 7.12(7.04) 0.47 10.77(10.74) 10.70(10.86) 0.92
10.身体的疲労 18.50(18.40) 20.80(21.02) 0.002 ** 7.60(7.45) 7.10(7.05) 0.32 10.20(10.11) 10.90(11.00) 0.5
11.時間的制約 20.12(21.12) 20.41(20.31) 0.8 7.55(7.38) 7.05(7.01) 0.29 10.83(10.86) 10.67(10.79) 0.73
12.社会的孤立 19.20(19.25) 20.40(20.72) 0.25 7.80(7.14) 7.20(7.14) 0.58 10.60(10.63) 10.70(10.83) 0.78
PBI下位尺度得点分布を各項目の回答　/あり群/ と　/なし群/ の間で比較　　　
Mann-Whitney U検定； **p<.01 
PBI: Parental　Bonding　Instrument
表2-b:子育て心理行動状況とPBIとの関連②
PBI下位尺度得点  平均値 (グループ化中央値）
愛着愛情 心理的自立の否定 行動の自由の促進
子育て心理行動状況 あり群 なし群 p値 あり群 なし群 p値 あり群 なし群 p値
1. 22.21(21.89) 20.14(20.38) 0.06 7.59(7.50) 7.16(7.11) 0.56 11.03(11.43) 10.69(10.77) 0.48
2.子育てが楽しい 22.03(21.92) 19.90(2 .22) 0.006 ** .12(6. 9) 7.22(7.20) 0.69 11.07(11.46) 10.63(10.65) 0.17
3.子供がかわいい 20.53(20.97) 19.72(19.94) 0.20 7.24(7.29) 7. 7(7.00) 0.60 10.80(10.94) 10.49(10.48) 0.28
. る 20.6 (20. 7) 20.26(20.61) 0.57 6.96(7.18) 7.25(7.13) 0.86 10.98(11.00) 10.67(10.79) 0.42
5.生きがいを感じる 21.07(21.00) 20.08(20.49) 0.15 7.45(7.62) 7.12(6.99) 0.34 10.68(10.85) 10.73(10.80) 0.10
6.育児能力に自信がある 20.60(19.00) 20.32(20.66) 0.85 7.00(8.00) 7.20(7.13) 0.97 10.00(10.00) 10.73(10.82) 0.54
7. に 安がある 21.48(22.10) 20.16(20.39) 0.09 6.48(6.36) 7.30(7.25) 0.13 11.14(11.23) 10.66(10.74) 0.29
8.育児が苦痛 18.60(17.33) 20.37(20.67) 0.35 6.10(6.33) 7.23(7.17) 0.36 10.90(11.17) 10.71(10.79) 0.84
9.精神的疲労 19.92(20.33) 20.52(20.81) 0.29 7.36(7.31) 7.12(7.04) 0.47 10.77(10.74) 10.70(10.86) 0.92
10.身体的疲労 18.50(18.40) 20.80(21.02) 0.002 ** 7.60(7.45) 7.10(7.05) 0.32 10.20(10.11) 10.90(11.00) 0.50
11.時間的制約 20.12(21.12) 20.41(20.31) 0.80 7.55(7.38) 7.05(7.01) 0.29 10.83(10.86) 10.67(10.79) 0.73
12.社会的孤立 19.20(19.25) 20.40(20.72) 0.25 7.80(7.14) 7.20(7.14) 0.58 10.60(10.63) 10.70(10.83) 0.78
PBI下位尺度得点分布を各項目の回答　/あり群/ と　/なし群/ の間で比較　　　
ann-Whitney U検定； <.  
PBI: Parental　Bonding　Instrument
: て心理行動状況とPBIとの関連②
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ばれたが，適合度はかなり低かった（調整済み R2=0.03，F=5.53，p<.001）． 





















 t 値 有意確率
(定数) 9.03
年齢 -0.27 -6.46 0.0001
育児意欲 -0.23 5.71 0.0001
身体疲労 0.23 5.58 0.0001
育児能力不安 0.21 5.12 0.0001
育児充実度 -0.15 3.53 0.0001







育児知識必要 0.15 3.10 0.002
年齢 -0.12 -2.42 0.016





































 次に，他の PBI 下位尺度に関しては，子育て認識の世代間差異と【心理的自立の否定】
との弱い相関が示された．この因子は原版の｢干渉｣から分化された養育スタイルで，過保
護と関係しているといわれる．自身のうけた過干渉・過保護な養育体験と，現在の子育て
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自宅出産で取り上げ，母乳栄養率は 70％以上であった．昭和 23 年保健婦助産婦看護婦法
(保助看法)が交付されると，自宅出産から病院施設へと移行し，病院施設においても人工
乳が導入された．ここに女性の社会進出が加わり，子育てが家族から離れ保育所へと移行
し，人工乳が使用された．その後，1989 年に WHO/UNICEF が母乳育児推進の政策として，
｢母乳育児を成功させる 10 か条｣1）2）3）を発表し，我が国でも 1990 年代に，母乳栄養の利
点や愛着形成度から母乳哺育が推奨された．その結果として出産前は 90％以上の妊婦が母
乳育児を望む状況に至った．しかし出産後，様々な理由により人工栄養に切り替える母親
が多く，現在母乳育児は生後 1 ヶ月では約 50％という現状 4）にある．次に，清潔方法の時
















































 対象は，産婦人科外来にて妊婦検診を受診しているローリスクの初妊婦 19 歳～34 歳の
28 名,その実母 45 歳～69 歳 28 名である．対象者の低リスク選定基準 15）は，妊娠中期（16












ら 2019 年３月に実施した．調査票回収方法は郵送法とした．初妊婦には以下の 1～8 すべ










































を，まったく感じない 0 から，いつも感じている 10 までのビジュアルアナログ尺度で
評価した．世代間差異認識については，有無による 2 件法評価も行った． 
７)初妊婦と実母との関係性 










８) 精神的健康度評価（The General Health Questionnaire，GHQ28） 
Goldberg（日本語版は中川，大坊，1985）が開発した 28 項目の質問調査票を，育児スト
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点以下ならば健常者，６点以上ならば神経症やうつ病などの精神疾患の可能性が高いと判















は，名義変数における比率の差の検定（χ2 検定，または Fisher の直接確率検定，
L/M 検定）を，子どもの卒乳希望時期と離乳食開始時期の比較にはノンパラメトリ




ック法である Mann-Whitney U 検定をおこなった． 
４）既知の子育て行動・世代間差異認識のある子育て知識の２群間比較は，名義変数に
おける比率の差の検定（χ2 検定，または Fisher の直接確率検定）をおこなった． 
５）初妊婦が教えて欲しい・実母が伝えたい子育て行動の２群間比較は，名義変数にお
ける比率の差の検定（χ2 検定，または Fisher の直接確率検定）をおこなった． 
 ６）家族内サポートの程度・子育て知識の必要性・世代間差異認識の程度それぞれ各分
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 ７）PMRS 下位尺度を年齢や妊娠週数の各区分で比較するために，Kruskal-Wallis 検定を
おこなった．妊婦実母それぞれの配偶者や世代間差異，困りごとの有無と PMRS との
関連については，Mann-Whitney U 検定による分布の比較をおこなった． 
８)精神的健康ＧＨＱ28 下位尺度を年齢や妊娠週数の各区分で比較するために，
Kruskal-Wallis 検定をおこなった．妊婦実母それぞれの配偶者や世代間差異，困り
ごとの有無との関連については，Mann-Whitney U 検定による分布の比較を行った． 
 ９）初妊婦と実母との関係性(PMRS)下位尺度と精神的健康ＧＨＱ28 下位尺度との関係を
検討するために，Spearman 順位相関係数を算出した． 











調査施設は６施設で，ローリスクの初妊婦 28 名とその実母 28 名が対象となった．初妊
婦の年齢区分は 19 歳以下１名（3.6％），20 歳から 24 歳７名（25.0％），25 歳から 29 歳
14 名（50.0％），30 歳から 34 歳６名（21.4％），居住地は東北が 92.9％で最も高く，職業
はフルタイムの会社員が 67.9％あった．同居家族では夫婦２人暮らしが 64.3％で最も高
く，配偶者ありが 82.1％であった．妊娠週数区分では，16 週から 19 週が３名（10.7％），
20 週から 29 週が９名（32.2%），30 週から 39 週が 16 名（57.0％）であった．予定として
いる分娩場所は病院が 18 名（64.3％）で最も高く，出産後の里帰りを希望している人は 16
名（57.1％），心理的支えとなる友人・知人がいる人が 24 名（85.7％）であった．一方で，
実母の年齢区分は 45 歳から 49 歳が４名（14.3％），50 歳から 59 歳が 18 名（64.3％），60
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家族と同居が 35.7％で，配偶者ありが 24 名（85.7％），分娩場所は病院が 23 名（82.1％）
で最も高く，出産後里帰りをした人は 21 名（75.0％），心理的支えとなる友人・知人がい











望時期について初妊婦の平均は 15.2 か月，実母の平均は 17.0 か月，離乳食開始希望時期
は初妊婦の平均 7.1 か月，実母の平均 6.8 か月で，いずれも有意差は認められなかった． 
項目 カテゴリ 　　　　n　　　割合 カテゴリ 　　　　n 　　　割合
19歳以下 1 3.60% 45～49歳 4 14.3%
20～24歳 7 25.0% 50～59歳 18 64.3%
25～29歳 14 50.0% 60～69歳 6 21.4%
30～34歳 6 21.4%
東北 26 92.9% 東北 27 96.4%
東京 1 3.60% 関東・甲信越 1 3.60%
関東・甲信越 1 3.60%
専業主婦 5 17.9% 専業主婦 4 14.3%
会社員等（フルタイム） 19 67.9% 会社員等（フルタイム 8 28.6%
パート・アルバイト 1 3.60% パート・アルバイト 13 46.4%
その他 3 10.7% 自営業 1 3.60%
農林水産業 2 7.10%
１人暮らし 2 7.10% １人暮らし 2 7.10%
二人（夫婦）暮らし 18 64.3% 二人（夫婦）暮らし 10 35,7%
夫の家族（義父・義母） 8 28.6% 夫の家族（義父・義母 10 35,7%
その他 5 17,9%
あり 23 82.1% あり 24 85.7%




病院 18 64.3% 病院 23 82.1%
クリニック 9 32.1% クリニック 5 17.9%
出産後の里帰り あり 16 57.1% あり 21 75.0%
心理的支え友人・知人 あり 24 85.7% あり 23 82.1%





































13.45 か月，実母では 10.20 か月でいずれも有意差は認められなかった． 
 
項目 カテゴリ ｎ　　　割合 ｎ 割合 　　χ2値　　　ｐ値
母乳栄養のみ 6 21.4% 16 57.1%
人工栄養のみ 2 7.10% 1 3.60%
混合栄養（母乳＋人工栄養 19 67.9% 11 39.3%
母乳栄養のみ 8 28,6% 5 17.9%
人工栄養のみ 0 0.00% 5 17.9%
混合栄養（母乳＋人工栄養 18 64,3% 18 64.3%
使用したい 15 53.6% 16 57.1%
どちらともいえない 10 35.7% 9 32.1%
使用したくない 1 3.60% 1 3.60%
その他 0 0.00% 1 3.60%
食器用洗剤で洗浄 1 3.60% 0 0.00% － －
煮沸 5 17.9% 17 60.7% 0.01 0.657
薬液消毒（ミルトン） 19 67.9% 10 35.7% 0.08 0.562
電子レンジ 10 35.7% 0 0.00% － －









































5 17.9% 0 0.00%




















項目 カテゴリ 　　　　ｎ 割合 ｎ 　　　割合 　　χ2値 ｐ値
タオル 8 28.6% 2 7.10% 0.91 0.487
ガーゼ 22 78.6% 27 96.4% 4.57 0.185
スポンジ 1 3.60% 1 3.60% 0.04 0.963
素手 13 46.4% 1 3.60% 1.12 0.481
その他 4 14.3% 0 0.00% 　　− 　　−
ベビーバス 22 78,6% 26 92.9% 0.49 0.658
タライ（桶） 1 3,60% 4 14.3% 0.13 0.889
洗面台 0 0.00% 0 0.00% 　　－ 　　－
浴槽 1 3.60% 0 0.00% 　　－ 　　－
その他 1 3.60% 0 0.00% 　　－ 　　－
石鹸 6 21.4% 19 67.9% 3.24 0.092
泡ボディソープ 20 71.4% 2 7.10% 0.76 0.541
液体沐浴剤 2 7.10% 4 14.3% 0.38 0.721
使用しない 0 0.00% 1 3.60% 　　－ 　　－
その他 1 3.60% 2 7.10% -0.04 0.963
ベビーパウダー 6 21.4% 17 60.7% 1.11 0.296
ローション 5 17.9% 4 14.3% 0.10 0.600
保湿クリーム 16 57.1% 2 7.10% 1.34 0.369
ワセリン 2 7.10% 0 0.00% 　　－ 　　－
ベビーオイル 6 21.4% 1 3.60% 0.37 0.231
使用したくない 1 3.60% 6 21.4% 0.47 0.154
その他 1 3.60% 0 0.00% 　　－ 　　－
紙おむつ 22 78.6% 19 67.9% 0.25 0.498
布おむつ 0 0.00% 15 53.6% 　　－ 　　－























項目 ｎ ＳＤ ＳＤ　　　ｎ ｐ値
子供の歯磨き希望時期（生後ヶ月）※２
初妊婦  n=27 実母　n=28
13 46.4% 1 3.60% 1.12 0.481
4 14.3% 0 0.00% − −
ベビーバス 22 78,6% 26 92.9% 0.49 0.658
タライ（桶） 1 3,60% 4 14.3% 0.13 0.889
洗面台 0 0.00% 0 0.00% 　　－ 　　－
浴槽 1 3.60% 0 0.00% 　　－ 　　－
その他 1 3.60% 0 0.00% 　　－ 　　－
石鹸 6 21.4% 19 67.9% 3.24 0.092
泡ボディソープ 20 71.4% 2 7.10% 0.76 0.541
液体沐浴剤 2 7.10% 4 14.3% 0.38 0.721
使用しない 0 0.00% 1 3.60% 　　－ 　　－
その他 1 3.60% 2 7.10% -0.04 0.963
ベビーパウダー 6 21.4% 17 60.7% 1.11 0.296
ローション 5 17.9% 4 14.3% 0.10 0.600
保湿クリーム 16 57.1% 2 7.10% 1.34 0.369
ワセリン 2 7.10% 0 0.00% 　　－ 　　－
ベビーオイル 6 21.4% 1 3.60% 0.37 0.231
使用したくない 1 3.60% 6 21.4% 0.47 0.154
その他 1 3.60% 0 0.00% 　　－ 　　－
紙おむつ 22 78.6% 19 67.9% 0.25 0.498
布おむつ 0 0.00% 15 53.6% 　　－ 　　－




































項目 カテゴリ 　　　　ｎ     割合      　　　　ｎ       割合       χ2値      ｐ値
抱き上げ方，寝かせ方 17 60.7% 20 71.4% 2.52 0.134
授乳 13 46.4% 20 71.4% 0.08 0.556
おむつの交換方法 19 67.9% 23 82.1% 1.41 0.270
沐浴方法 15 53.6% 19 67.9% 0.80 0.332
育児用品の準備 8 28.6% 5 17.9% 0.00 0.750
抱き上げ方・寝かせ方 1 3.6% 6 21.4% 2.35 0.313
授乳 12 42.9% 11 39.3% 1.57 0.242
おむつの交換方法 3 10.7% 2 10.7% 0.53 0.650
沐浴の方法 8 28.6% 4 14.3% 0.36 0.489










項目 カテゴリ ｎ 割合 ｎ 割合       χ
2値 ｐ値
抱き上げ方，寝かせ方 11 39.3% 12 42.9% 0.18 0.500
授乳 14 50.0% 10 35.7% 1.39 0.230
おむつの交換方法 4 14.3% 8 28.6% 1.09 0.435
沐浴方法 10 35.7% 11 39.3% 0.11 0.625
育児用品の準備 7 25.0% 6 21.4% 0.36 0.462
その他
・健康状態の見分け方 18 64.3% 15 53.6% 0.00 0.675








項目 カテゴリ 　　　　ｎ     割合      　　　　ｎ       割合       χ2値      ｐ値
抱き上げ方，寝かせ方 17 60.7% 20 71.4% 2.52 0.134
授乳 13 46.4% 20 71.4% 0.08 0.556
19 67.9% 23 82.1% 1.41 0.270
15 53.6% 19 67.9% 0.80 0.332






















カテゴリ 　　　　      割合      　　　　ｎ        2値      
抱き上げ方，寝かせ方 17 60.7% 20 71.4% 2.52 0.134
授乳 13 46.4% 20 71.4% 0.08 0.556
おむつの交換方法 19 67.9% 23 82.1% 1.41 0.270
沐浴方法 15 53.6% 19 67.9% 0.80 0.332
育児用品の準備 8 28.6% 5 17.9% 0.00 0.750
抱き上げ方・寝かせ方 1 3.6% 6 21.4% 2.35 0.313
授乳 12 4 .9% 1 39.3% 1.57 0.242
おむつの交換方法 3 10.7% 2 10.7% 0.53 0.650
沐浴の方法 8 28.6% 4 14.3% 0.36 0.489
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６．家内サポートの程度や子育て知識の必要性・世代間差異認識の程度（表６） 
家族内の子育てサポートは，初妊婦では平均 8.50（中央値 8.5）実母は平均 6.67(中央




















ｎ 平均値 中央値 標準偏差 ｎ 平均値 中央値 標準偏差 ｐ値
家族内サポートの程度※1 22 8.50 8.50 1.59 21 6.67 7.00 2.02 0.317
子育て知識の必要性の程度
※1
22 8.95 10.00 1.71 21 8.10 9.00 2.15 0.317




標準偏差 ｎ 平均値 中央値 標準偏差 ｐ値
ートの程度※1 8.50 1.59 21 .67 7.00 2.02 0.317
子育て知識の必要性の程度※1 10.00 1.71 21 8.10 9.00 2.15 0.317


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































項目 mean median ｐ値 mean median ｐ値 mean median ｐ値 mean median ｐ値
2.00 2.00 1.00 1.00 2.00 2.00 0.00
2.00 2.00 2.71 2.00 1.29 1.00 0.14
2.64 3.00 2.71 1.50 2.14 2.00 0.29
2.50 2.50 3.50 4.50 3.33 3.50 0.33
3.00 3.00 1.00 1.00 0.67 1.00 0.00
2.00 2.00 2.44 2.00 2.00 1.00 0.11
2.56 2.00 3.38 3.50 2.56 3.00 0.38
2.35 2.42 2.65 2.20 2.13 1.80 0.22 0.22
2.80 2.80 3.60 3.00 2.40 2.33 0.40 0.40
2.47 2.63 3.21 3.67 2.74 2.71 0.32 0.32
2.33 2.29 2.00 1.71 1.00 0.86 0.11 0.11
2.50 2.50 2.56 1.88 2.19 1.86 0.19 0.19
2.33 2.40 3.17 3.00 2.17 2.00 0.33 0.33
3.00 3.00 3.75 4.00 3.00 2.50 0.50 0.50
2.33 3.13 2.50 2.00 1.89 1.00 0.22 0.00
2.33 2.75 3.17 3.00 2.50 2.50 0.17 0.00
2.33 2.36 2.67 2.20 2.21 1.92 0.21 0.21
3.00 3.33 3.75 3.33 2.00 2.00 0.50 0.50
2.55 2.60 3.00 2.67 2.30 2.17 0.25 0.25
2.14 2.25 2.29 1.75 1.86 1.33 0.29 0.29
2.86 2.80 3.29 3.00 2.00 1.80 0.14 0.14











































































































カテゴリ 　　　　ｎ     割合      　　　　ｎ       割合       χ2値      ｐ値
抱き上げ方，寝かせ方 17 60.7% 20 71.4% 2.52 0.134
授乳 13 46.4% 20 71.4% 0.08 0.556
おむつの交換方法 19 67.9% 23 82.1% 1.41 0.270
沐浴方法 15 53.6% 19 67.9% 0.80 0.332
育児用品の準備 8 28.6% 5 17.9% 0.00 0.750
抱き上げ方・寝かせ方 1 3.6% 6 21.4% 2.35 0.313
授乳 12 42.9% 11 39.3% 1.57 0.242
おむつの交換方法 3 10.7% 2 10.7% 0.53 0.650
沐浴の方法 8 28.6% 4 14.3% 0.36 0.489










項目 　 ｎ  割合 　 ｎ  割合   χ2値  ｐ値
抱き上げ方，寝かせ方 17 60.7% 20 71.4% 2.52 0.134
授乳 13 46.4% 20 71.4% 0. 8 0.556
おむつの交換方法 19 67.9% 23 82.1% 1.41 0.270
沐浴方法 15 53.6% 19 67.9% 0.80 0.332
育児用品の準備 8 28.6% 5 17.9% 0. 0 0.750
抱き上げ方・寝かせ方 1 3.6% 6 21.4% 2.35 0.3
授乳 12 42.9% 11 39.3% 1.57 0.24
おむつの交換方法 3 10.7% 2 10.7% 0.53 0.650
沐浴の方法 8 28.6% 4 14.3% 0.36 0.489





































身体的症状 0.034 0.057 -0.063 -0.179 0.069 0.226 -0.150
不安と不眠 0.134 0.101 0.143 -0.119 0.034 0.429 * -0.382 *
社会的活動障害 -0.113 0.034 -0.057 -0.357 -0.164 0.492 * -0.542 **










身体的症状 0.034 0.057 -0.063 -0.179 0.069 0.226 -0.150
不安と不眠 0.134 0.101 0.143 -0.119 0.034 0.429 * -0.382 *






































1977 年米国から紙おむつ 21)が導入され，1983 年には多くの家庭に普及 22），さらに吸収性
の優れた紙おむつが次々と発売された．この以前の実母は布おむつを使用しており，高齢
の実母の時代は生活用品に対する使い捨て習慣もあまりなかったと推測される．また子ど








































































































































１）WHO/UNICEF．Global strategy for infant and young child feeding．2003. 
http://www.who.int/nutrition/publications/gs_infant_feeding_text_eng.pdf 
(アクセス：2018 年 3 月 1 日)  
２）UNICEF． Global Databese on Breastfeeding．2000. 
http:// www.childinfo.org/tables/breastfeeding (アクセス：2018 年 3 月 1 日)  
３）UNICEF/WHO 著．赤ちゃんとお母さんにやさしい母乳育児支援ガイド ベーシック・ 





- 73 - 
 
４）厚生労働省．平成 27 年度 乳幼児栄養調査結果の概要．2015.   
   www.mhlw.go.jp/…intoujidoukateikyoku/0000134460.pdf 
 (アクセス:2018 年 3 月 31 日) 
５）白井瑞子, 井関敦子, 久保素子, 他．母のサポートに対する娘（第 1 子育児早期）
の意識と依存性の関連．香川母性衛生学会誌．６(1)，pp29-36. 2006． 
６）厚生労働省労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課．2006. 
http://www.unicharm.co.jp/company/news/2009/09apr-3.html        
(アクセス：2016 年 12 月 15 日) 
７）三輪聖子，内田照彦，木澤光子．次世代育成支援における祖父母の役割について 
－母親の子育て不安とのかかわり－．岐阜女子大学紀要．第 35 号．2006.３． 
８）西坂小百合，高野千恵子，岩立京子．母親の親業ストレス，満足感，ソーシャルサ
ポートが精神的健康に及ぼす影響．日本教育心理学会．第 44 回，209. 2002． 
９）国立社会保障人口問題研究所「第５回 全国家庭動向調査」結果の概要 2013. 
http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/119-1.html  (アクセス：2016 年６月 30 日） 
10）井関敦子，白井瑞子．実母からの授乳・育児支援の中で娘が体験した思いと，その
思いに関係する要因．母性衛生．50(４)，pp672-679．2010． 








15） 中林正雄．ハイリスク妊婦の評価と周産期医療システム．妊産婦誌５． ９(９) 
2007.９． 
16） 岡山久代．初産婦と実母との関係性尺度（Primigravida-Mother Relationship Scale）
の開発と信頼性・妥当性の検討．日本看護科学学会誌．VOL.３，pp３-13．2011. 
17）David Goldberg 日本語版作成 中川泰彬，大坊郁夫．日本版 GHQ 精神的健康調










誌．55(６)，pp538-544．2001．(アクセス:2018 年３月 31 日). 
21）一般社団法人 日本衛生材料工業連合会 紙おむつの歴史．(アップデート：2017 年
９月 29 日).  http://www.jhpia.or.jp/product/diaper/data/index.html (アク
セス：2018 年 4 月 12 日) 
22）経済産業省ホームページ．ケミカル・ワンダータウン．(アップデート：2017 年
12 月 12 日). 
http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/chemical_wondertown/baby
goods/page04.html  (アクセス：2018 年９月 15 日) 
23）ライオン株式会社ホームページ．ライオンの歴史．(アップデート:2017 年１月１日). 
http://www.lion.co.jp/ja/life-love/history/  (アクセス：2018 年３月３日) 
24）厚生労働省．平成 27 年度 乳幼児栄養調査結果の概要．2015. (アップデート:2016
年８月 22 日).  
   http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000134208.html  (アクセ






























































- 77 - 
 






























 第５章 総括 
 
































 第５章 総括 
 
































 第５章 総括 
 
































 第５章 総括 
 












































                                    2020.2.20 

















 第５章 総括 
 













































添付資料１ WEB 調査のスタート画面                      
高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科 



































同意します ○     同意しません ○ 
 





【連絡先】〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 37-1 ℡：027-352-1290 
E-mail：1610402＠takasaki-u.ac.jp 
高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科 博士後期課程 坂本 保子                           





































































横断的質問紙調査（自己記述式／約 20 分程度） 





































≪調査者≫  高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科  
博士後期課程 坂本 保子 
        〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 37-1  ℡：027-352-1290  
        E-mail：1610402＠takasaki-u.ac.jp 
≪指導教員≫ 高崎健康福祉大学大学院 健康福祉学研究科  
















 1）妊婦用アンケートセット （○○色）    ○部 
   ①子育て行動表 ②精神的健康調査 ③初産婦と実母の関係尺度  
 2）実母用アンケートセット （○○色）   ○部 
   ①子育て行動表 

















②年齢 16 歳以上～35 歳未満 
③身長 150 ㎝以上，ＢＭＩ 25 以下 
④妊娠合併症がなく妊娠経過が良好である 










【連絡先】高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科 博士後期課程  坂本 保子 
〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 37-1℡：027-352-1290 
E-mail：1610402＠takasaki-u.ac.jp 
 指導教員：高崎健康福祉大学大学院 健康福祉学研究科   





添付資料２－２ 対象妊婦への依頼書                
年  月  日 
調査に協力くださる皆（妊婦）様 
高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科 













































【連絡先】高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科 博士後期課程  坂本 保子 
〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 37-1℡：027-352-1290 
E-mail：1610402＠takasaki-u.ac.jp 
 指導教員：高崎健康福祉大学大学院 健康福祉学研究科   















添付資料２－３ 対象妊婦の実母への依頼書                     
年  月  日 
調査に協力くださる皆様 
高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科 

































 ◎誠に恐れ入りますが，質問紙は  年  月  日（  ）までにご返送いただけ
れば幸いです． 
  ◎協力が困難な場合，郵送した質問紙等の書類は，裁断の上処分を宜しくお願い致し
ます．                            





【連絡先】高崎健康福祉大学大学院健康福祉学研究科 博士後期課程  坂本 保子 
〒370-0033 群馬県高崎市中大類町 37-1℡：027-352-1290 
E-mail：1610402＠takasaki-u.ac.jp 
          指導教員：高崎健康福祉大学大学院 健康福祉学研究科   


































  年   月   日 
 
施 設 名：              





















初産婦 年齢 妊娠週数 身長 ＢＭＩ
既往・
合併症
なし
実母が
健在
確認サイン 　備考
Ａ 1
B 2
Ｃ 3
Ｄ 4
E 5
Ｆ 6
Ｇ 7
H 8
I 9
Ｊ 10
K 11
Ｌ 12
Ｍ 13
Ｎ 14
O 15
Ｐ 16
Q 17
Ｒ 18
S 19
T 20
妊婦選定チェック表
対象者の選定基準
別紙資料　5
ID
　　※ㇾ点チェックまたは記入をお願いします
